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論 文 内 容 の 要 旨

 （研究目的）

 ヒト成長ホルモン（HGH）は，単に成長発育のみで

なく，炭水化物，脂肪等の代謝にも重要な関係をもつて

いる．したがって，小児の疾患，ことに成長発育障害

をきたす疾患について，HGHの分泌動態を知ることは

極めて大切である．HGHの測定は，Radioimmuno assay

の開発により容易にはなったが，i基礎的な分泌能を知

るには各種のHGH分泌刺激が必要である．分泌刺激

としては，インスリン，アルギニン等が一般的である

が，幼若乳児にはあまり適当な負荷ではない．特に先天

性心疾患（CHD）児の成長発育の研究の指標の一つと

して，GH分泌能を調べたいという目的を持った著者の

場合には，不適当であった．そこでグルカゴンの負荷に

より，インスリン，アルギニンの負荷時にみられる静

注，点滴静注，低血糖等の刺激を無くし，それがHGH

の分泌能のスクリーニングとして，有用かを検討せんと

した．同時に各種疾患について種々のHGH分泌刺激を

加え，グルカゴン負荷と比較検討した．

 （方法）

 1 第一編では，正常幼児（年令3才4ヵ月～5才10

ヵ月・男7名，女3名）を対象として，インスリン，グ

ルコース，グルカゴン負荷によるHGHの測定を行なっ

た．早朝空腹時に，安静の状態で採血して負荷前値と

し，ひき続き以下の負荷試験を施行した。1）インスリ

ン：レギュラーインスリン。。1u／kgを生理的食塩水に

て希釈し，生理的食塩水の点滴静注を行ないながら静注

し，30，60，90，120分に採血した．2）グルカゴン：

体重15㎏以下：0．25田g，15～30㎏：0，5m9，30～50㎏：

0，75m9，50㎏以上：1．0㎎のグルカゴンを筋注し，15，

30，60，90，120，180分目採血した．3） グルコース

：20％グルコース液として，L759／㎏を経口的に負荷

し，240分後に採血した。それぞれの検体について血糖

及びHGHの測定を行なった． HGHの測定は，ダイナ

ポット社のキットを用い二抗体法により測定した．

 H 第二編では，下垂体性小人症，甲状腺疾患，肥満

及び巨人症，成長発育障害を有するCHG児，各種るい

そう児について，前編における負荷法に一部アルギニン

を加えてHGHの測定を行なった．アルギニン負荷：Z

一アルギニン・モノクロライド0．5g／㎏を単独又は生

理的食塩水にて希釈，30分かけて点滴静注の上，30，

6G，90， 120分に採」血した．

 （結果）

 1）健康小児においては，グルカゴンによって，90分

或は120分後にHGHの分泌が刺激されることを，確認

した．

 2）下垂体性小人症では，インスリン，グルコース，

アルギニンと同様グルカゴンによってもHGHの反応値

は有意の上昇をみなかった．

 3）各種小人症においては，インスリン及びグルカゴ

ンの両者を施行することにより，80％の症例においてH

GH分泌の有無を判定することができる．

 4）単純性肥満においては，反応性の低下を示す場合

が多く，減量が成功するとその反応性は正常に復した．

 5） CHD児では，心不全を来している場合や，強心
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剤により代償されている様な症例にHGH分泌の尤進が

あるように思われた，

 6）種々の原因により，るいそうを来す疾患では，異

常に高いHGH値を示し，回復後には，正常反応に復す

ると思われた．

 （考案及び結語）

 HGH分泌刺激としてのインスリンは，現在各分野で

広く利用されているが，幼若乳児や，下垂体性小人症で

は，静脈確保の困難さや，低血糖発来等のため，実施し

にくい場合が多い．グルカゴンは，従来HGH分泌刺激

としては一般的ではなかったが，今回検討した結果，筋

注で施行でき，低血糖の心配もなく，副作用も少なく，

病弱乳幼児にも安心して利用できる良い方法と思われ

た，HGH分泌のスクリーニングとしては，90，120分

をとれば充分であった．上記二点採血のグルカゴン無反

応例には，インスリン負荷を用いれば，なお完全といえ

る．HGHの分泌については，単に分泌能のみでなく，

各種刺激に対する反応性の相違を検討することも有用で

ある．このため特に代謝性疾患（肥満，るいそうなど）

に，グルカゴンも含めて各種刺激を加え，HGHの分泌

能をみることも今後の課題だと考える．なおグルコース

の経口負荷は，HGH分泌能のスクリーニングとして，

著者はその有用性を認めなかった．

論 文 審 査 の 要 旨

 本論文は，健康小児に糖負荷，インスリン負荷，グルカゴン負荷による成長ホルモン分泌能検査を行な

い，従来あまり用いられなかったグルカゴン負荷法が，小児の成長ホルモン分泌能検査法として信頼度が

高く，かつ実施しやすい優れた方法であることを証明した．臨床的に価値ある研究と認める．
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